
第
令和７年８月１日（2025年）

号255し くちかしゅ
議会だより

今月の表紙は七ヶ宿ダム公園グラウンドゴルフ場にて
「町長杯グラウンドゴルフ大会」に向けて猛練習中‼みなさん元気いっぱいです。

〇町民の声を行政に　「議会と語る会」開催　横川・湯原会場
〇令和７年　第２回定例会・第２回臨時会開催
〇令和７年第１回定例会以降の議会・議長の動向
〇そこが知りたい議会運営
〇一般質問　議員が町民の思いを届ける
　　髙橋きく子議員「地域の風土を継承した郷土愛を育む政策を」
　　高橋　浩之議員「人口推移や環境に配慮した町づくりを」
　　渡部　英幸議員「物価高騰への偏りや忖度のない行政対応を」
〇クローズアップ　村上　満さん「渡瀬熊野神社の云われある御神輿」
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問 
�

３
月
の
予
算
特
別
委
員
会
で
一
般
会
計
予
算
が
否
決
さ
れ
た
理
由
と
は
。

答 
�

議
会
だ
よ
り
２
５
４
号
の
「
予
算
特
別
委
員
会
の
背
景
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
ス
キ
ー

場
指
定
管
理
料
や
物
価
高
騰
支
援
・
や
ま
び
こ
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
の
浴
室
改
修
や
町
内
就
労

者
確
保
な
ど
へ
の
政
治
姿
勢
が
主
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 
�

議
会
で
の
質
疑
討
論
が
何
故
な
か
っ
た
の
か
。

答 
�

委
員
会
は
議
員
８
名
全
員
で
構
成
し
て
い
る
た
め
、
議
会
先
例
に
よ
り
委
員
長
報
告
に
対
す

る
質
疑
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
討
論
は
事
前
通
告
制
と
な
っ
て
お
り
、
当
日
の
午
前
９

時
ま
で
に
討
論
の
申
し
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

予
算
特
別
委
員
会
な
ど
の
傍
聴
は
で
き
な
い
の
か
。

答 

定
例
会
同
様
に
各
委
員
会
の
傍
聴
は
で
き
ま
す
。

問 
�

「
物
価
高
騰
支
援
金
」
の
算
定
内
容
が
売
り
上
げ
実
績
に
応
じ
た
支
援
と
な
っ
て
い
た
が
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答 
�

国
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
下
で
実
施
さ
れ
た
が
、
今
後
は
同
様
の
算
定
方
法
は
と
ら
な
い
と
の

考
え
が
町
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 
�

ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
町
の
た
め
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
町
全
体
の
予
算
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
見
て
、民
間
企
業
の
や
り
方
や
考
え
方
と
比
較
し
、議
会
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

答 
�

町
全
体
の
予
算
配
分
か
ら
見
て
い
さ
さ
か
偏
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
貴
重
な
意
見
と
し
て

持
ち
帰
り
、
対
応
を
協
議
し
ま
す
。

問 
�

湯
原
な
ど
の
豪
雪
地
区
に
作
業
能
力
の
大
き
い
除
雪
機
の
整
備
や
特
別
な
補
助
制
度
が
あ
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答 
�

人
口
が
減
少
し
高
齢
化
し
て
い
る
背
景
か
ら
、
豪
雪
地
域
へ
の
行
政
支
援
は
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
持
ち
帰
り
議
会
と
し
て
の
対
応
を
協
議
し
ま
す
。

問 
�

個
人
的
に
空
き
家
を
購
入
し
て
移
住
さ
れ
た
方
が
い
る
が
、
行
政
支
援
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

答 
�

移
住
政
策
と
し
て
は
空
き
家
の
改
修
や
修
繕
へ
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

問 
�

学
校
検
討
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
。

答 
�

子
ど
も
の
保
護
者
・
学
校
教
員
・
教
育
委
員
・
地
区
住
民
・
町
職
員
・
そ
の
他
町
長
が
必
要

と
認
め
た
方
で
構
成
さ
れ
る
。
す
で
に
４
回
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
議
会
と
語
る
会
」を

横
川・湯
原
地
区
で
行
い
ま
し
た
。

５
月
15
日　
会
場　
横
川
集
落
セ
ン
タ
ー

５
月
16
日　
会
場　
湯
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

各
会
場
で
の
質
疑（
抜
粋
）内
容

会
場

会
場

参加頂いた方にアンケート調査で下記のような回答をいただきました。
○町の経済的行政支援や空き家対策は、各地区で重要視されている。
○町内の医療体制や子育て支援の体制は充実している。
○農林業関係の対策については、やや不満に感じている。

「議会と語る会」の次回開催について
　11月上旬に滑津地区・関地区にて開催を予定しております。会社組織の方や各団体、小
規模サークルなどとの懇談会の開催も計画しておりますので各議員や議会事務局までご連
絡をお待ちしております。

▲会場　横川集落センター　５名参加▲会場　湯原コミュニティセンター　８名参加
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◇
専
決
処
分

◇
条
例
の
改
正

◆�

令
和
６
年
度
七
ヶ
宿
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

◆�

七
ヶ
宿
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆�
七
ヶ
宿
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆�

七
ヶ
宿
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
売
り
渡
し
の
条
件
と
価
格
の
算
定
方
式
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
譲
渡
基
準
は
住
宅
建
設
後
20
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ

の
住
居
に
10
年
以
上
居
住
し
て
い
て
、
且
つ
、
譲
渡
後
も
５
年
以

上
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。
価
格
に
つ
い
て
は
、
土
地
家
屋

調
査
士
が
算
定
し
て
決
め
て
い
る
。

問 

髙
橋　
浩
之　
議
員

　
住
宅
が
破
損
し
て
い
る
場
合
は
修
理
し
て
か
ら
譲
渡
す
る
の
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
他
の
町
営
住
宅
と
同
様
に
町
で
管
理
修
繕
し
て
い
る
。
現
状
の

ま
ま
で
査
定
し
た
金
額
で
譲
渡
に
な
る
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
対
象
地
区
と
備
品
購

入
内
容
は
。

答 

公
民
館
長

　
対
象
は
湯
原
地
区
で
購
入
内
容
は
、
祭
り
や
ぐ

ら
、
紅
白
幕
・
ブ
ル
ー
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
被
害
地
区
と
被
害
延
長

は
。
ま
た
、
撤
去
交
換
は
誰
が
行
う
の
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　

長
老
地
区
２
５
２
m
、
峠
田
地
区
５
９
４
m
、

湯
原
地
区
６
３
０
m
で
合
計
１
４
７
６
m
で
あ
る
。

　
災
害
共
済
金
で
備
品
を
購
入
し
交
換
作
業
は
耕

作
者
と
地
区
で
協
議
す
る
。

問 

吉
田　
修　
議
員

　
低
所
得
者
世
帯
な
ど
に
優
先
的
な
支
援
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答 

町
長

　
公
平
に
配
布
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
、
町
民
に
納
得

し
て
も
ら
え
る
内
容
と
考
え
た
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
商
品
券
で
は
無
く
現
金
の
給
付
は
考
え
な
か
っ
た
の

か
。

答 

町
長

　
町
内
の
消
費
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
経
済
効
果
を

考
え
商
品
券
の
配
布
を
行
う
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
補
助
交
付
金
の
金
額
と
配
布
時
期
と
配
布
方
法
は
。

答 

町
長

　
一
人
３
千
円
の
商
品
券
と
し
、
7
月
中
に
ゆ
う
パ
ッ

ク
で
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

1
6
0
万
円
追
加

◆
定
額
減
税
補
足
給
付
金	

１
８
８
万
円

◆
諸
収
入	

４
５
５
万
円

◆
物
価
高
騰
対
応
重
点
交
付
金	

１
６
１
万
円

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金

	

２
３
０
万
円

◆�

雪
害
分
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
備
品

購
入	

２
２
５
万
円

◆
物
価
高
騰
対
支
援
商
品
券	

３
７
３
万
円

【
主
な
歳
入
】（
概
略
）

【
主
な
歳
入
】（
概
略
）

【
主
な
歳
出
】（
概
略
）

【
主
な
歳
出
】（
概
略
）

令
和
７
年　
第
２
回
定
例
会 

 

会
期
（
６
月
４
日
～
６
日
）

令
和
７
年 

第
２
回
臨
時
会 

（
７
月
７
日
）

主
な
案
件

◆
報
告
１
件

◆
専
決
処
分
３
件

◆
条
例
の
改
正
２
件

◆�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

▲湯原地区　特定公共賃貸住宅

▲�雪害等により倒れた鳥獣害防止柵、早い
復旧が望まれる。写真は峠田地区
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議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

議案番号 議　案　内　容
議決月日

結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
髙
橋　
浩
之

髙
橋
き
く
子

渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

髙
橋　
茂
美

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治令和７年

令和７年第２回定例会

議案第30号 専決処分（令和６年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第７号））６月６日 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P4

議案第31号 専決処分（七ヶ宿町町税条例の一部を改正する条例） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

議案第32号 専決処分（七ヶ宿町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

議案第33号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 〃 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

議案第34号 七ヶ宿町特定公共賃貸条例の一部改正について 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〃

議案第35号 令和７年度　七ヶ宿町一般会計補正予算（第１号） 〃 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P5

令和７年第２回臨時会

議案第36号 令和７年度　七ヶ宿町一般会計補正予算（第２号） ７月７日 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 P5

�

茂
ヶ
沢
の
カ
ー
ブ
付
近
は
事
故

が
多
い
事
か
ら
議
会
で
は
、
県
に

注
意
喚
起
の
看
板
の
設
置
を
要
望

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

立
派
な
電
光
掲
示
板
を
設
置
頂
き

ま
し
た
。
関
係
者
各
位
の
ご
尽
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今月の表紙　　
　町長杯グラウンドゴルフ大会に参加される選手の皆さんです。事前の練習会に参加
し、芝の感触や玉の転がり具合の確認をしました。

　
令
和
７
年
６
月
30
日
に
副
会
長

と
し
て
、
町
村
議
会
の
発
展
に
貢

献
し
た
功
績
に
よ
り
、
宮
城
県
町

村
議
会
議
長
会
よ
り
管
原
議
長
へ

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

宮城県町村議長会より感謝状が授与されました国道113号線に電光掲示板が設置されました

令和７年�第１回定例会以降の議会・議長の動向令和７年�第１回定例会以降の議会・議長の動向
月　日 場　所 会議・行事等名 出席者
3 月 19 日 七ヶ宿小学校 七ヶ宿小学校卒業式 議員全員
3 月 22 日 関保育所 関保育所修了式 五十嵐議員
3 月 26 日 事務室 広報特別委員会 広報委員
3 月 26 日 大河原町 仙南地域広域行政事務組合臨時議会 議長・渡部議員
3 月 27 日 活性化センター 森林組合通常総会 議長
4 月 1 日 議長室・事務局 辞令交付式・全員協議会・広報委員会 議員全員
4 月 2 日 第３会議室 教職員宣誓式 議長
4 月 4 日 町内 水芭蕉オープン式 議長
4 月 5 日 保育所 関保育所開所式・入所式 議長・外
4 月 5 日 岩沼市 西村明宏後援会 議長
4 月 6 日 柴田町 船岡駐屯地 65周年記念行事 議長
4 月 8 日 町内 七ヶ宿小学校・七ヶ宿中学校入学式 議員全員
4 月 8 日 事務局 広報特別委員会 広報委員
4 月 10 日 蔵王町 蔵王町町政施行 70周年記念式典 議長
4 月 13 日 西山学院 西山学院高等学校入学式 議長・外
4 月 17 日 開発センター 白石地区交通安全協会七ヶ宿支部定期総会 議長
4 月 18 日 事務室 広報特別委員会 広報委員
4 月 22 日 事務室 全員協議会・広報特別委員会・議会と語る会実行委員会 議員全員・広報委員
4 月 23 日 開発センター 酪農組合総会 議長
4 月 23 日 開発センター 認定農業者連絡協議会総会 議長
4 月 25 日 蔵王町 エコーライン開通式 副議長
5 月 9 日 大河原町 仙南亘理地方町村議会議長会 議長
5 月 12 日 開発センター 町観光協会通常総会 議長
5 月 13 日 仙台市 県町村議会議長会正副会長・監事合同会議 議長
5 月 15 日 第３会議室 宮城県議会鳥獣被害対策調査特別委員会視察対応 議長
5 月 15 日 町内横川地区 「議会と語る会」実施　横川集落センター 議員全員
5 月 16 日 町内湯原地区 「議会と語る会」実施　湯原コミニュティセンター 議員全員
5 月 18 日 仙台市 和田政宗　国政報告会 副議長
5 月 19 日 仙台市 桜井充　国政報告会 議長
5 月 19 日 開発センター 商工会通常総会 議長
5 月 21 日 仙台市 宮城県町村議会議長会臨時総会 議長
5 月 25 日 町内 不忘平和記念公園開園 10周年記念式典 議長　外
5 月 27 日 東京都 全国町村議会議長・副議長研修会 正副議長
5 月 28 日 第３会議室 議会運営委員会・全員協議会 議員全員
5 月 29 日 開発センター 町体育協会総会 議長
5 月 30 日 開発センター ライスファーム七ヶ宿通常総会 議長

　
去
る
６
月
12
日
に
関
地
区
を
会
場

に
町
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
陸

上
自
衛
隊
船
岡
駐
屯
地
か
ら
も
参
加

を
い
た
だ
き
多
く
の
町
民
参
加
の
も

と
、
避
難
者
の
搬
送
訓
練
や
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
議
会
と
し
て
も
「
七
ヶ
宿
町
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
（
平
成

24
年
制
定
・
施
行
）
に
従
い
、
議
会

事
務
局
内
に
対
策
本
部
を
設
置
し
各

議
員
と
被
害
状
況
の
確
認
な
ど
、
災

害
時
を
想
定
し

た
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

▲ＡＥＤ実技講習・心肺蘇生講習

▲毛布を使った簡易搬送訓練

６
・
12
七
ヶ
宿
町
総
合
防
災

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
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●議会活動
　（町内の情報収集、
　情報提供、行政対応）
●議会と語る会開催

●行政サービスの執行
　・福祉の充実
　・子育て支援
　・移住政策
●町づくり懇談会開催

●定例会・臨時会の招集
●議案の提案（予算・決算・条例等）

　
　
●議案（予算案等）の議決
●行政執行の調査（監視機能）
　・総務・文教常任委員会
　・産業・建設常任委員会
　・特別調査委員会など
●政策提言（一般質問など）

「七ヶ宿町」

首 長
（政策執行権）
（予算編成権）
（条例制定権）
（人事権）
など

「七ヶ宿町議会」

議 員
（議決権）
（調査権）
（選挙権）

（意見書の提出権）
など

住 民 主 権

●首長・議員の住民選挙権
●地域課題・意見・要望・
　相談

答
町
民
体
育
大
会
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の

継
続
と
住
民
交
流
会
を
推
進
し
、

町
の
伝
統
行
事
や
食
文
化
を
含
め

た
七
ヶ
宿
の
文
化
を
継
承
す
る
た

め
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し
て
い

く
。問

町
で
は
小
中
学
校
の
再
建

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、

子
供
た
ち
が
こ
の
町
の
貴
重
な
文

化
や
遺
跡
な
ど
に
興
味
を
持
て
る

教
育
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
子
供
た
ち
の
学
校
教
育
に

つ
い
て
は
地
域
の
文
化
や

自
然
に
触
れ
、
小
中
学
校
の
生
活

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
学
び
を
教

育
委
員
会
で
提
唱
し
既
に
実
践
し

て
い
る
。

問
子
供
た
ち
が
担
い
手
と
し

て
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
政
策
や
、
こ
の
町
で
学
び
育
っ

た
こ
と
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
な

政
策
が
大
事
で
は
な
い
か
。

答
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針

や
当
初
予
算
に
そ
う
い
っ

た
事
業
を
し
っ
か
り
明
記
し
て
い

る
の
で
、
私
と
と
も
に
職
員
一
丸

と
な
り
実
践
し
て
行
く
。

の
継
承
の
う
え
で
非
常
に
重
要
と

考
え
て
い
る
。

問
高
齢
化
し
人
口
減
少
傾
向

に
あ
る
町
の
現
状
か
ら
、

地
域
住
民
の
共
存
意
識
や
移
住
者

と
の
調
和
を
育
む
た
め
の
政
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
は
、
七
ヶ
宿
で
暮
ら

し
て
き
た
方
々
と
新
た
な
移
住
者

や
そ
の
子
供
た
ち
な
ど
が
、
世
代

を
超
え
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
事
業
を
「
元
気
な
地
域

づ
く
り
」
活
動
を
通
し
て
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

問
高
齢
者
か
ら
児
童
生
徒
ま

で
「
郷
土
愛
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
政
策
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

問
各
集
落
に
は
古
く
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や

文
化
、
史
跡
や
名
所
は
町
や
地
域

住
民
に
と
っ
て
大
切
な
宝
で
あ

り
、
次
世
代
や
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
地
域
の
伝
統
や
文
化
な
ど

は
町
や
地
域
住
民
に
と
っ

て
大
切
な
宝
で
あ
り
、
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、

地
域
住
民
、
産
業
、
経
済
、
文
化

問答
地
域
の
風
土
を
継
承
し
た
郷
土
愛
を
育
む
政
策
を

住
民
交
流
を
推
進
し
町
の
文
化
を
継
承
し
て
い
く

髙
たか

橋
はし

��きく子
こ

��議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
子
供
た

ち
に
幅
広
く
体
験
さ
せ
、
将
来
の

担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
を
図
れ

る
よ
う
な
具
体
的
政
策
や
、
学
校

教
育
で
も
野
外
教
育
の
一
環
と
し

て
各
地
域
の
様
々
な
言
い
伝
え
や

史
跡
な
ど
を
学
習
で
き
る
よ
う
な

政
策
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
後
の
新
た
な
課
題
と
認
識

し
ま
し
た
。

▲稲子から横川に移転安置された「六地蔵尊」

※首長とは地方公共団体の（市区町村や都道府県）の長を指します。七ヶ宿町の首長は町長です

■債務負担行為（さいむふたんこうい）って何？
　地方公共団体が複数年にわたって支出をともなう契約などを行う際に、議会の議決
を経て設定されるものです。（地方自治法第214条）

※「債務」とは経費の支出義務のことです。
※「債務負担行為」とは複数年にわたる債務を負う契約を結ぶことをいいます。
　例えば、公共施設の設備に関する事、町が所有する施設運営（指定管理）などが該
当します。こうした事業は、町の将来に関わる大きな契約となるため、議会で慎重に
審議されます。

そこが知りたい議会運営
住民主権における二元代表制の役割

　二元代表制とは、地方自治体において、首長※と議会議員を住民が選挙で選ぶ制度です。
首長と議会は対等な立場で意見の交換を行い、時には対立しながらも地方自治の発展を
共に目指します。

みなさんからの質問コーナー



一
般
質
問
　
渡
部
英
幸 

議
員

一
般
質
問
　
髙
橋
浩
之 

議
員

11　　　七ヶ宿町議会だより　255号 七ヶ宿町議会だより　255号　　　10

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　
町
長
は
公
平
と
よ
く
言
い
ま
す

が
、
町
民
が
米
価
の
高
騰
で
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
中
で
「
米
価

騒
動
は
一
過
性
の
も
の
。
報
道
も

い
ず
れ
落
ち
着
く
」
と
い
う
場
当

た
り
的
な
答
弁
に
、
ト
ッ
プ
と
し

て
町
民
の
苦
痛
へ
真
摯
に
向
き
合

う
政
治
姿
勢
が
欲
し
い
と
い
う
大

変
残
念
な
思
い
が
あ
っ
た
。

　
行
政
と
し
て
町
が
設
置
し
て
い

る
「
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用

団
体
な
ど
と
、
町
民
救
済
の
観
点

か
ら
緊
急
時
の
備
蓄
米
確
保
な
ど

の
協
議
も
必
要
と
感
じ
た
の
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
基
本
的
に
支
出
の
対
す
る

収
入
不
足
の
場
合
は
対
象

に
な
る
が
、今
回
の
よ
う
な
場
合
、

財
政
調
整
基
金
取
り
崩
す
の
が
良

い
か
は
行
政
と
し
て
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問
少
量
の
米
配
布
は
全
国
で

も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
米

一
俵
の
配
布
支
援
を
行
え
ば
、

七
ヶ
宿
町
、
そ
し
て
の
源
流
米
も

全
国
的
に
有
名
に
な
る
の
で
決
し

て
無
駄
で
は
な
い
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

答
テ
レ
ビ
な
ど
で
米
騒
動
の

話
が
持
ち
き
り
だ
が
、
こ

れ
が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な

い
。
支
援
の
在
り
方
と
し
て
町
民

の
方
々
に
公
平
に
何
に
で
も
使
え

る
も
の
の
方
が
、
嬉
し
い
ん
だ
と

思
う
。

る
。
ま
た
、
米
農
家
を
含
め
て
全

戸
に
配
布
す
る
の
が
公
平
性
の
観

点
か
ら
言
え
ば
馴
染
む
の
か
疑
問

が
残
る
。

　
何
が
一
番
い
い
の
か
支
援
の
在

り
方
を
各
課
で
検
討
さ
せ
て
い

る
。問

今
年
の
Ｊ
Ａ
仮
り
渡
し
価

格
を
２
万
５
千
円
と
し
て
、

６
０
０
軒
×
２
万
５
千
円
＝
１
５

０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
で
す
。

町
が
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
、
担
い
手
住
宅
２
棟
を
建
設
し

て
い
る
が
、
１
棟
減
額
し
た
予
算

を
米
支
援
に
充
て
れ
ば
十
分
に
足

り
る
の
で
は
な
い
か
。
町
民
救
済

に
有
効
な
の
で
早
急
に
実
施
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

問
町
民
は
近
年
の
物
価
高
の

中
、
特
に
米
が
買
い
た
く

て
も
買
え
な
い
現
状
で
す
が
、
行

政
と
し
て
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
無

償
で
利
用
し
て
い
る
組
織
に
、
支

援
を
依
頼
し
、「（
仮
称
）
七
ヶ
宿

町
物
価
高
騰
支
援
米
と
し
て
、
全

世
帯
に
米
一
俵
を
配
布
す
る
政
策

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
な
い

か
。答

今
年
度
の
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
収
穫
米
は
販
売
先

が
決
ま
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

問答
物
価
高
騰
へ
の
偏
り
や
忖
度
の
な
い
行
政
対
応
は

住
民
対
象
に
重
点
支
援
交
付
金
関
連
事
業
で
対
応

問
日
々
の
買
い
物
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
方
が
増
え
て

い
る
が
、
通
院
タ
ク
シ
ー
を
病
院

利
用
者
が
い
な
く
と
も
買
い
物
等

に
運
行
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

か
。答

現
在
、
通
院
タ
ク
シ
ー
は

中
核
病
院
方
面
に
週
３
回
、

置
賜
総
合
病
院
方
面
に
週
２
回
運

行
し
て
い
る
。
病
院
等
の
受
診
利

用
に
限
ら
ず
買
い
物
等
の
移
動
手

段
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。問答

人
口
推
移
や
環
境
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
は

行
政
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

問
通
院
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者

が
非
常
少
な
い
よ
う
だ
が
、

広
報
や
町
か
ら
発
信
し
て
い
る

ウ
ェ
ブ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
等

で
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の

広
報
は
高
齢
者
に
と
っ
て

困
難
と
思
わ
れ
る
の
で
電
話
で
対

応
し
て
頂
い
て
い
る
。
町
営
バ
ス

や
通
院
タ
ク
シ
ー
を
組
み
あ
わ
せ

な
が
ら
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の

移
動
販
売
車
は
買
い
物
難

民
対
策
と
し
て
有
効
だ
が
、
売
り

上
げ
や
利
用
者
の
減
少
な
ど
、
今

後
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
移
動
販
売
車
が
利
用
し
や

す
い
方
法
を
、
町
が
会
社

に
協
議
し
な
が
ら
運
行
し
て
い

く
。問

現
在
、
除
雪
機
購
入
に
対

し
て
10
万
円
の
補
助
金
制

度
や
地
区
の
除
雪
燃
料
の
補
助
な

ど
あ
る
が
、
豪
雪
地
帯
に
住
む
町

民
は
高
齢
化
も
伴
い
、
大
き
い
除

雪
機
の
購
入
を
検
討
す
る
方
も
い

る
の
で
、
補
助
金
の
増
額
や
地
区

で
共
有
し
て
使
え
る
大
型
の
除
雪

機
の
購
入
な
ど
も
必
要
で
は
な
い

か
。答

10
万
円
を
限
度
額
と
し
、

除
雪
機
の
購
入
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
大
型
の
除
雪
機

に
つ
い
て
は
、
目
的
や
運
営
の
仕

方
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

公
平
感
を
保
つ
こ
と
も
踏
ま
え
て

整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
が
各

地
区
に
建
築
さ
れ
て
お
り
、

10
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
が
希
望

す
れ
ば
購
入
も
出
来
る
と
の
事
だ

が
、
担
い
手
住
宅
に
準
じ
た
譲
渡

方
法
は
出
来
な
い
の
か
。

答
補
助
を
受
け
て
い
る
建
物

に
つ
い
て
は
、
補
助
年
限

が
あ
る
う
ち
の
払
下
げ
は
困
難
で

あ
る
。

▲ R5・通院タクシー出発式

▲米の貯蔵庫に使われる雪室

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

　
今
回
は
多
岐
に
わ
た
る
項
目
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
各
地
区
に
暮
ら
す
住
民

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

通
院
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

南
陽
・
白
石
方
面
に
運
行
す
る

際
、
病
院
だ
け
で
な
く
ス
ー
パ
ー

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
由

す
る
ル
ー
ト
へ
の
見
直
し
も
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
や
移
住
さ
れ
た
方
々

が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
今
後
も
質
問
や
提
案
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

髙
たか

橋
はし

��浩
ひろ

之
ゆき

��議員渡
わた

部
なべ

��英
ひで

幸
ゆき

��議員
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■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　髙
　橋
　浩
　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

　６
月
定
例
議
会
の
初
日
に
は
、

白
石
高
等
学
校
七
ヶ
宿
校
の
３
年

生
８
名
が
議
会
傍
聴
に
訪
れ
ま
し

た
が
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
も
議

会
傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　こ
の
と
こ
ろ
の

高
温
の
天
気
が
続

き
、
農
作
物
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ

ま
す
が
、
体
調
に

気
を
つ
け
な
が

ら
、
元
気
に
過
ご

せ
る
様
に
願
っ
て

い
ま
す
。

（
吉
田
）

編集
後記

議会を傍聴してみませんか？
次回の議会は令和７年９月２日から16日の会期で、第３回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお気軽にお問合せ下さい。

６月定例会の
傍聴者は13名
でした

七ヶ宿町議会だより　255号　　　12

　
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
渡
瀬
集
落
は
、
か
つ
て

の
戸
沢
村
や
小
坂
峠
を
経
由
し
た
羽
州
街
道
の

宿
場
と
し
て
多
く
の
旅
人
や
出
羽
諸
大
名
の
行

列
が
往
来
し
、
街
道
沿
い
の
家
並
み
に
は
そ
う

し
た
面
影
が
多
く
残
る
集
落
で
し
た
。

　
し
か
し
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
建
設
を
機
に
集
落
の

全
戸
（
50
戸
ほ
ど
）
が
解
体
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
住
民
が
町
外
に
移
住
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民

交
流
を
図
り
た
い
と
の
思
い
で
熊
野
神
社
の
社

殿
を
瀬
見
原
団
地
内
に
再
建
し
、
今
日
も
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
高
齢

化
や
子
や
孫
へ
の
世
代
交
代
に
よ
り
祭
礼
へ
の
参
列
者
も
激
減
し
、
こ
の
先
、
神
社
の
維

持
管
理
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
渡
瀬
の
熊
野
神
社
は
１
５
５
５
年
に
紀
州
熊
野
山
大
権
現
を
勧
請
し
た
と
伝
わ
っ
て
お

り
、
大
き
く
て
荘
厳
な
御
神
輿
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
火
災
が
た
び
た
び
発
生
し

た
こ
と
か
ら
御
神
輿
は
社
殿
に
安
置
さ
れ
続
け
、
新
た
な
社
殿
で
も
大
切
に
安
置
し
て
い

ま
す
。

　

永
い
歴
史
の
中
で
深
く
住
民
が
か
か
わ
っ
て
き
た

集
落
の
財
産
と
し
て
、
或
い
は
七
ヶ
宿
ダ
ム
湖
に
沈

ん
だ
集
落
の
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
後
世
に
遺
し

て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
町
の
文
化
財

保
護
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
に
お
い
て
も
、
是
非
、

ご
検
討
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　
渡
瀬
熊
野
神
社
の
云
わ
れ
あ
る
御
神
輿

　
渡
瀬
熊
野
神
社
の
云
わ
れ
あ
る
御
神
輿

今
回
は
関
在
住
の
村
上
　
満
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。


